
相手の利を真っ先に考え行動する利他の心、奉仕の精神で、
転換以降の経営環境の変化に柔軟に対応して参りました。
引き続き10年先を見越した経営を、加盟店の皆様と一塊と
なって、地域に最も必要とされる店舗になることを目指します。

代表取締役社長 山口浩志
株式会社スリーエフ
証券コード：7544

ローソン・スリーエフの状況
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● コロナ禍にあっても伸長していた流れを維持し、当期も売上は
    着実に成長しています。通期では102.4％の伸長。

● 着実に日販は向上し、コロナ禍前(2020年2月期)を大きく
　上回りました。継続してトップチェーンとの縮小を目指します。

● 光熱費高騰の影響から、日販上昇と加盟店支援の増加にも関わらず、
　 加盟店利益の伸びはコロナ禍前比で微増にとどまりました。

2023年5月

【転換前と転換後の加盟店利益比較】
※2016年2月期実績を100とした場合の推移

【大手チェーンとの全店平均日販比較】【大手チェーンとの既存店売上高伸長率比較】

業績ハイライト

(単位：百万円)
【過去3期業績推移と2024年2月期予想】

営業利益 親会社株主に帰属する当期純利益経常利益
※2021年2月期、2022年2月期の実績は、2023年2月期より適用した
表示方法の変更の内容を反映させた組替え後の数値を記載しております。

業績ハイライト
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～ローソンの基本商品をベースに、スリーエフ独自の魅力を加え続けています～
転換後初となる独自商品のみを対象とした割引クーポン販促を実施！独自商品の売上は堅調に推移しています。

日販は好調に推移。人流の回復、行楽需要を意識した商品を積極的に展開しました。TOPICS

●本部からの発信だけでなく、加盟店の取り組みの様子や、成功店舗のノウハウを全店に定期的に配信。
●加盟店間の横のつながりを強化することで、加盟店の意識改革、個店改善を目指します！

前期より販売を開始した『お惣菜』は好調を維持！

ローソン・スリーエフ独自商品
売上高構成比、伸長率推移

2020年
2月期

2021年
2月期

2022年
2月期

2023年
2月期

8

7

6

5

(%)
120

110

100

90

80

70

(%)

4

3

構成比(左軸) 伸長率(右軸)

ゴロゴロ具材の大きな濃厚豚汁 国産豚ガツのポン酢和え

タブレット端末を全店舗に導入。加盟店と本部の縦のつながりだけでなく、加盟店間の横のつながりを強化！

加盟店A 加盟店B 加盟店C 加盟店D 加盟店E

本 部

主力のベーカリーや
ソフトクリームの
全面リニューアル

を実施

オフィス客層向けに
プライスラインの幅を
広げた各種弁当を販売 地元洋菓子店の焼き菓子を品揃え

地元生産者との取り組みによる
　青果の品揃えを拡充


